








　２月１６日 (日 )、市民運動公園にて『第８回県北ブロッ
クスポーツ少年団駅伝交流大会』が開催されました。
  この大会は、日立市を中心とした県北地区のスポーツ少
年団が参加し、小学４年生以下男子と女子の部、小学生５･
６年生男子と女子の部、中学生以上・指導者・父母の部の
５部門に、３７団、１２７チーム、約１，０００人が参加し、
約５．５ｋｍを５区間に分けてタスキをつなぎました。
　当日は、心配されていた天候も回復し、駅伝日和の冬晴
れとなりました。
　参加者は苦しい表情を見せながらも、中継所でタスキの
受け渡しを待つ仲間たちのために力いっぱいゴールを目指
して走りました。
　応援に駆けつけた指導者や父母たちも、子供たちが元気
に走る姿に元気いっぱい大きな声援を送り、活気にあふれ
た大会となりました。
  大会運営は、日立市スポーツ少年団本部役員やリーダー
会 ( 中学生以上の団員 )、各団の指導者が行い、選手の招
集や、コースの監察、記録集計などを実施しました。
　これからも、冬の体力づくりのイベントとしてたくさん
の少年団に参加してもらい、寒さに負けない丈夫な体をつ
くって、新学期を迎えてもらいたいと願っております。

        種   目         順位            チーム

 １ 会瀬サッカー

 ２ ＮＨ野球（北茨城）

 ３ 秋山サッカー（高萩）

 １ 久慈 Ｃ

 ２ 十王バドミントン Ｂ

 ３ 日立・中央クラブ

 １ 久慈 Ｅ

 ２ 成沢サッカー Ａ

 ３ 秋山サッカー（高萩）

 １ 久慈 Ｇ

 ２ 日立陸上クラブ Ｆ

 ３ 久慈 Ｆ

 １ 松原野球 （高萩）

 ２ 坂本野球

 ３ 十王ファイターズ

■競技の結果
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小学４年生以下男子の部

小学４年生以下女子の部

小学５・６年生男子の部

小学５・６年生女子の部

中学生以上・指導者・父母の部

※今年から全種目に持ち回りの優勝杯を授与しました。
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■編集後記
　２０１９年には茨城国体、２０２０年には東京オリンピックが開催されます。スポーツ環境を整備することはもち
ろんですが、代表選手になれるような子供たちの育成が、今、求められています。日立市からスポーツ少年団出身の
選手が活躍することを期待して活動しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報紙編集委員会副委員長　　西村　和文 

■日立市スポーツ少年団 総会のご案内
　平成２６年度日立市スポーツ少年団の総会を開催します。日立市スポーツ少年団の単位団の代表が一堂に会して、
現状を認識し、運営方法や平成２６年度の活動についてのご理解をいただきたく、単位団代表者のご出席をお願い
します。（資料配布もありますので必ず１名出席してください。）

日時：平成２６年４月２５日（金）午後６時３０分～　場所：日立市会瀬交流センター(会瀬町１ー１－１８)

＜総会の開催日時及び場所＞

■スポ・レクフェア２０１３　１０人１１脚

■日立市スポーツ少年団本部指導者協議会　指導者・父母研修会

坂本ミニバスケットボール 代表 木幡　昭子

久慈スポーツ少年団　渡邉　愛（小６）

「１０人１１脚で優勝して」

　私は、１年生の時にこの久慈スポーツ少年団に入団しました。

私は１年生の時から毎年１０人１１脚に出ていました。でも毎

年初戦敗退や２回戦敗退などという残念な結果ばかりでした。

　この悔しかった結果をバネにして、今年は最後の１０人１１

脚になるので、練習を今まで以上に頑張りました。みんなの並

ぶ順番やみんなの走るスピードを合わせるのがとても大変でし

た。みんながすごく練習を頑張ったので、本番では優勝という

すばらしい結果が出せました。最後の１０人１１脚で仲間と優

勝という１つの大きな花をさかせられて本当に良かったです。

　中学生になっても、この経験を生かして部活などを精いっぱ

い頑張りたいです。

久慈スポーツ少年団　渡邉　久美子

　坂本ミニバスケットボールスポーツ少年団は、昭和 54
年 4 月に地域の活性化及び坂本地区の少年少女の育成支
援を目的に、日立市立坂本小学校の先生方が中心となっ
て設立されました。その後、後援会と小学校部、中高一
般部、指導者部で構成され、現在は、小学校部･少年団では、
坂本、久慈、東小沢学区より 1 年生から 6 年生までの男
女 43 名の団員が集まり、後援会が中心となり、保護者や
一般参加の指導者 7名により活動しております。

　団スローガン『一人はみんなのために、みんなは一人
のために』を合言葉にバスケットボールを通じて、県内外・
地域少年団との交流と健全な身体、精神育成を目指して
おります。また、子供達は、生涯スポーツにつながるよう、
スポーツの面白さ、楽しさ、厳しさを学び、勝敗から得
られる達成感や感動、悔しさを団員が共有し、一人ひと
りが更なるチャレンジ精神を持って日々の練習に励んで
おります。

■単位団紹介

　１１月１０日（日）、久慈サンピア日立にて市内スポー
ツ少年団所属の指導者・父母を対象とした研修会が実施さ
れました。当日は、講師として茨城キリスト教大学生活科
学部食物健康科学科教授の井川聡子先生をお招きし、『ス
ポーツと食育』というテーマのもと講演をしていただきま
した。食について一歩踏み込んだ今回のテーマは、スポー
ツに励む小学生を持つ親としてとても興味深く、とても楽
しみにしていました。
　先生の講演は、栄養学の基本から始まり、運動と食事の
関わりや、成長期の食事の大切さなど、資料を交えたわか
りやすい説明で、勉強になることばかりでした。

　特に、けがに強い栄養素やスタミナアップ・疲労回復を
早める食事方法などが、私にとって的を得た内容で、聞い
ていると団員たちの顔が頭に浮かんできました。また、親
として、大会などの応援に加え、からだづくりや運動時の
食事面でもサポートしてあげれることに気づかされました。
日頃からバランスのとれた食事をと気をつけてはいました
が、これを機にもうちょっと頑張れそうです。
　今回の講演は食育について知り、見直すきっかけとなる
大変有意義な楽しい時間でした。ありがとうございました。










